
手取川地区
民有林直轄治山事業概要
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百万石の穀倉地帯、加賀平野の灌漑や、石川県下の市町村の上水道、工業用水あるいは電源水系
として、産業、経済活動に多くの恵みを与えています。
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ハイマツなどの低木帯

コメツガ・オオシラビソ
ダケカンバなど亜寒帯樹種

ブナ・ミズナラ・トキノキなどの広葉樹
峰筋にはヒノキ・クロベ・ヒメコマツなどの針葉樹



梅雨前線による集中豪雨、湯の谷川 B谷で土砂が流失し、一部施設が破損梅雨前線
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渓間工の施工（本流第24号～30号）



湯の谷での治山事業は、年間 25,000m³ といわ
れる流出土砂の抑止、670,150m³ の不安定土砂
の移動を防ぐこと、そして山に緑をとり戻すことを
目的としています。このことによって、水資源の確
保、国土の保全、大気の浄化といった森林のもつ
公益的機能が発揮されることになります。

国土交通省の砂防工事など、一連の手取川筋の
治山治水工事と相まって、流域に住む人びとの生
命や財産を守り、道路、学校など公共施設の保全、
さらに、治水、発電、用水など多目的な機能をもつ
手取川ダムの保護など、その効果は計り知れない
ものがあります。

白山山ろくに源を発する手取川は、いくつかの
支流を合流して日本海に注ぎます。その延長は
72km ですが、下流に広大な扇状地形を形成して
います。ここで 64 万人の人が生活を営み、豊かな
穀倉地帯となっています。しかし、手取川の最上流
部の山では、赤肌を現わし、川には堆積した土石
が多く、人びとの生活をおびやかしています。
 

事業区域は白山国立公園の特別保護地区に指
定されています。そのため資材運搬路 2 箇所にタ
イヤに付いた外来植物の種子などの進入を未然
に防止し、生物多様性に配慮した取組を行ってい
ます。

白峰集落（14km下流）

手取川扇状地に拡がる市街地や耕作地

昭和55年に完成の手取川ダム(26km下流)

タイヤ洗浄工（資材運搬路入口）
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期待される効果

生物多様性に配慮した取組み



渓流の侵食を防ぐための谷止工や護岸工などの渓間工を施工し、また山腹崩壊地の復旧
等を図るための土留工や水路工などの山腹工を施工した結果、現在はブナやダケカンバな
どの幼木が育ち、森林への復元が見受けられます。

（本流第22号～24号およびA谷谷止工群 ホ-14崩壊地 0.14ha）
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土留工等により山腹崩壊地の復旧等を図った結果、現在では近隣の植生と変わらないほど
森林への移行が見受けられます。

川沿いにたまった土砂や岩が下流に流失し、被害を及ぼさないように渓間工を施工し、流
域全体の保全に努めています。

現在の状況(平成25年)

施工後の状況(平成18年)
（湯の谷第1号堰堤 幅L=110ｍ、高さH=14ｍ、体積V=12,362.5㎥）

（ホ-22崩壊地 1.67ha）







白山比咩大神、伊弉諾尊、伊弉冉尊を祭神とし、奥宮を白山山
しらやまひめのおおかみ いざなぎのみこと いざなみのみこと

白山山麓の紹介

頂にまつります。明治以前は、白山妙理大権現の信仰によって加賀馬
場の本宮として“下白山”（現白山市鶴来地区）といわれました。
一般に「しらやまさん」と呼ばれ、全国に3,000余の白山神社を数える
信仰の本宮となっています。


